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フリーランスと企業をネットでつなぎ
新しいワークスタイルを具現化

Text = 広重隆樹　　
Photo = 那須野公紀

Akiyoshi Yousuke_1981年生まれ、大阪府出身。ランサーズ代表
取締役社長。学生時代、受託開発などインターネット関連ビジネス
で年間数千万円の収入を得る。2005年ニフティに入社。Webプロ
デューサーとして複数のインターネットサービスの企画運営を担当。
2008年同社退社。同年12月に「時間と場所にとらわれない新しい
働き方」の創出をめざして国内初のクラウドソーシングサービスを
立ち上げる。2013年、日本テレワーク協会会長賞を受賞。

聞き手 = 長島一由（本誌編集長・主幹研究員）
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個人に仕事を発注したい企業や個

人事業主と、不特定多数のフリーラ

ンスのWebデザイナーやITエンジ

ニアが、インターネットを介して仕

事を発注、受注する。群衆（crowd）

と業務委託（sourcing）を組み合わ

せた「クラウドソーシング」とも呼

ばれる新しいワークスタイルだ。ラ

ンサーズは、その仲介サービスをネ

ット上で展開している。この分野の

日本における草分け企業は、日本人

の仕事の形をどう変えようとしてい

るのか。秋好陽介社長に聞いた。

ランサーズだけで 

生活できる人を増やしたい

──ランサーズの登録会員は今22

万人。たとえばどういう職種が多い

のですか。

Webデザイナー、プログラマー、

ライターなど、なんらかのクリエイ

ティブな職能をもつ人たちが多いで

す。フリーランスの個人事業主が大

半を占めますが、なかには大手企業

に勤めながら土日の副業に仕事を請

け負っている人もいます。７割近く

が地方在住。海外在住の人が時差を

以前はニフティで、コンテンツ開

発のプロジェクトマネジャーをして

いました。コンテンツづくりでは、

スキルのあるフリーランスに直接依

頼できれば、短納期なうえにコスト

も抑えられる。ところが、個人と契

約するには社内の稟議を通す必要が

あり、対企業と違って個人の方の稟

議を通すのはなかなか難しい。個人

と法人がもっとスムーズに結びつい

て、プロジェクト単位で仕事を進め

るにはどうしたらよいか考えました。

そういう仕組みがないなら、自分で

作ってしまおうというのが起業のき

っかけです。

最初の２年間は苦しかった。月間

売上が数十万円という時期もありま

した。お金がないから派手に広告も

打てない。クライアント開拓のため

営業コストをかけると、利益が出な

い。そこでユーザーの生産性向上に

つながる、さまざまな仕組みづくり、

そのシステム化に注力しました。

登録者の本人認証やスキルテスト

をオンラインで実施したり、フリー

ランスの仕事の成果物を、当社のサ

ポートスタッフがシステム上で目視

確認したり、クリエイティブスキル

の認定をしたりと、受注するフリー

ランス側のスキルのレベル維持、向

上を進めてきました。

時間給で契約されるタイプのプロ

ジェクトでは、在宅ワーカーのパソ

コン利用状況を自動収集して、作業

時間を計測するプログラムも自ら開

うまく利用しているケースもありま

すね。

22万人の登録者がいますが、ラン

サーズを介した仕事だけで年収300

万円以上の収入がある人は、まだ

200人程度です。月に数万円程度の

アルバイトレベルの収入をコンスタ

ントに稼いでいる人が2000人ほどで

しょうか。

──今はどんなことに注力している

のでしょうか。

フリーランスとして働くという生

き方をサポートするのが、私たちの

事業目的です。その実現には、まず

発注案件を増やす必要があります。

現状では約５万社のクライアント企

業から、月に1.5万～２万件の仕事

が発注されていますが、これをもっ

と増やしたい。 その結果として、

300万円以上稼げる人たちを2017年

までに１万人に拡大するというのが

当面の目標です。

10億円規模の大きなシステム開発

を全部クラウドソーシングで進める

ということは、現実的ではありませ

ん。もっとずっと小さなサイズのプ

ロジェクトがたくさん発注されるよ

うなイメージになるでしょう。

受注者と発注者双方の 

不安や不満を解消

──創業が2008年。日本ではまだ

クラウドソーシングという言葉がほ

とんど聞かれなかった時期ですね。
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発しました。いつ、何回マウスを操

作したかまで把握できます。発注側

が無駄な時間給を支払っていないか

確認できるだけでなく、フリーラン

ス側にも堂々と働いた時間を申告で

きるというメリットがあります。

一方、フリーランス側でいえば、

仕事が始まった後で契約内容が一方

的に変更されたり、料金が支払われ

なかったりという不安がある。そう

したフリーランス側の不安を解消す

るため、発注側から料金をあらかじ

め徴収して預かり、仕事が完了した

ら受注側に支払うシステムを整えて

います。

──競合も増えているようですね。

　200社ほどでしょうか。私たちは

総合的なプラットフォームをめざし

ていますが、たとえばWebサイト

のバナー広告の制作など、ある分野

に特化した専門サービスもあります。

企業となんらかの雇用関係にある

人たちが、１カ所に集まって仕事を

するだけが、働き方ではない。とり

いうのは一定の整備や制限の下に成

り立つ。そこで、最低発注金額を定

めることにしました。発注単価が20

倍ぐらいに上がって、一時期はクラ

イアントが激減しましたが、最低料

金があることで、フリーランス側の

本気度も高まったと思います。

そもそもフリーランスを使おうと

思っても、料金相場って、企業側も

なかなかよくわからないんですね。

たとえば、街のお医者さんや八百屋

さんが自分たちのホームページを作

りたいと思っても、誰に、いくらで

発注していいのか、わからなかった

りします。ランサーズを使えば、そ

のあたりが見える化されます。

こんな例もあります。少年野球チ

ームの監督さんがチームのロゴマー

クを作りたいと思った。近所の業者

に頼もうとしたら、20万～30万円か

かると言われた。ランサーズのこと

を聞いて発注したら、２万～３万円

で満足いくクオリティのものができ

る。このように個人対企業だけでな

く、個人対個人の依頼関係も増えて

きており、潜在市場が顕在化した一

例だと思っています。

都会の仕事を地方に紹介 

「半農半Ｘ」が実現する

──登録者の7割が地方在住者とい

うことですが……。

やはり地方には、仕事が少ない。

フリーランスという働き方への理解

もまだまだです。けれども、満員電

車にもまれながら都会であくせく働

くのではなく、あえて地方でのんび

り生活をしながら、そこそこのお金

を得られればいいと考える人も増え

わけ「3.11」の震災以降、在宅で働

くことへの意識が高まってきたこと

も、私たちのようなクラウドソーシ

ング・ビジネスが注目されるきっか

けになっていると思います。

──仕事の単価はどうやって決める

のでしょうか。

ランサーズは個人と企業の間でス

キルを売り買いするマーケットプレ

イスです。最初のころは、価格は市

場で決まるものだから、単価が安く

なるのもやむを得ないと考えていま

した。しかし、原稿書きの仕事が１

本100円でやりとりされれば、これ

まで10万円で請け負っていたプロフ

ェッショナルが、そこと闘わないと

いけなくなる。これでは健全な市場

は育たないですよね。

私なりに、改めて「市場」につい

て勉強しました。それこそ証券取引

所から、アフリカの部族の物々交換

の市場までです。物々交換のマーケ

ットにもきちんと仕組みがあって、

仕切る人がいます。つまり、市場と

ゆるキャラデザインのコン
ペにも活用されているラン
サーズ。志賀高原「おこみ
ん」のデザインは183件の
提案から選ばれた。

浅草の「忍者たい焼」（写真上と右）。キャラ
クターだけでなく、ロゴのデザイン、たい焼
の金型デザインまでランサーズを活用した。

ランサーズのWebサイトTOP画面。
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ています。当社の会員の収入トップ

クラスに、年収800万円のデザイナ

ーさんがいます。奈良の郊外に住み、

実働週３日といいます。リンゴ農園

で働きながら、農園が暇なときだけ

Web制作を引き受ける人もいる。先

日は、裏手に美しい小川が流れる、

山奥の家に住んでいる方から、「ラ

ンサーズがあるから、この地で仕事

ができています」と、写真を送って

いただきました。

──まさに「半農半X」と呼ばれる、

新しい働き方ですね。

１つの会社や、都会に縛られない

新しいライフスタイルだと思います

が、そういう働き方をする人たちに

とっても仲間づくりは大切です。だ

からフリーランスたちの緩やかなネ

ットワークを作ろうと、Webマガ

ジンを発信したり、全国を回って交

流会を開いたり、渋谷の本社では週

末にトップクリエイターを招いて勉

強会を開いたりしています。会員が

無料で福利厚生施設を利用できるサ

ービスも最近始めました。当社とし

ては持ち出しですが、中長期的に見

たらこういう取り組みは欠かせませ

ん。フリーランスの仕事ぶりを紹介

する本を出版して、ブランド価値を

向上することも考えています。

──ランサーズという会社自体が、

フリーランスを活用しているとか。

Webマガジンのライティングや

Webデザインのほとんどが、ラン

サーズの仕組みを利用した外注作業

で進んでいます。本社勤務の正社員

にも、フリーランス的な仕事の進め

方を体験させ、週に１回は在宅で仕

事をすることを、半ば強制的に義務

づけたいと思っています。それはユ

ーザーの気持ちを理解するためにも

必要だと思います。

映画にたとえれば、会社って、会

社が何から何まで四六時中社員の面

倒をみる「ゴッドファーザー型」と、

一定のスキルをもつプロフェッショ

ナルが目的に応じて離合集散する

「オーシャンズ11型」の２つがある

と思うんです。当社は、間違いなく

後者です。

そもそも、時間と場所にとらわれ

ずに働きたい、そういうワークスタ

イルを日本に広めたいと考え、ラン

サーズのビジョンに共感して集まっ

てきた連中ばかりですから。だから、

その話をさせれば、役員からインタ

ーンまでみんな目を輝かせて語りま

すよ。そういう意味ではビジョン・

ドリブンの経営なのだと思います。

■本社所在地／東京都渋谷区　
■設立／2008年　
■従業員数／50人（2013年12月現在）
■資本金／3億900万円

ランサーズ

サービス提供者だけでなく、
コミュニティの一員として

同じ年収300万円でも、都市で

それを得るのか、地方なのか。週

5日働いて稼ぐのか、週2日勤務

なのか。クラウドソーシングが働

く人一人ひとりの、場所、時間、

お金の価値づけを変えてしまうこ

とを、ランサーズの取り組みは教

えてくれます。

フリーランスの人たちが働きや

すい環境づくりを進める一方で、

全国を巡回して交流会を催したり、

トップクリエイターを招く勉強会

を開いたり、フリーランス同士の

ネットワークづくりにも力を入れ

ています。ランサーズはサービス

の提供者にとどまらず、フリーラ

ンスコミュニティの一員として、

社会を変えようとしています。

（本誌編集長）

AFTER INTERVIEW




